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　今回は焼津市にあります「藍

染工房」にお邪魔させて頂き、

日本の伝統的な染色技法である

『型染め』体験をしてきました。

今も昔と変わらぬ手法で染め続

けられていると言う『型染め』

の魅力を、製作過程を追いなが

ら見つけていきたいと思います。
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藍の原料 1：タデ藍の葉

2：藍の葉を乾燥させたもの

3：すくも (2 を発酵させたもの )
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2 3

下絵を渋紙（和紙に柿渋を塗り何
枚か張り重ねた和紙）に貼り、刀（と
う）で模様を切り抜く。( 体験では
扱い易いビニール製の型紙を使用 )

布の上に型紙を置き、防
染糊をヘラで均一に伸ば
し、型紙を剥がす。この
作業を繰り返し、模様を
描いていく。

型紙に「紗」と呼ばれ
る目の粗い薄い織物を
張る。型紙の完成！
(体験では、簡単な網で代用)

型付けした糊を保護するた
めに、粉 ( おが屑 ) を撒き、
糊を乾燥させるために布を
干す。糊が付いていない箇
所に藍の色が入ります！

染めあがった生地を一晩水に浸
し、刷毛できれいに糊を洗い落
とします。布を干し、乾いたら
完成です。

布を藍甕 (あいがめ ) と呼ばれる染料
に浸し、取り出して空気にさらし
て発色を待つ。仕上げたい色にな
るまで、この作業を繰り返し行う。
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「型染め」1

日常では触れることの少ない作業や体験を通し、
現代に生きる私たちが忘れがちな、

コトやモノの中にある豊かさを見つけ、
ココラボ鈴木がお伝えします。

暮らしの


